
『
砲
花
発
句
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
一
本
（
巻
子
本
古
写
一
本
）
が
存
し
て

（
１
）

い
る
。
宗
剛
の
作
と
み
ら
れ
る
春
の
発
句
一
○
八
句
を
配
列
し
、
そ
の
大
半

が
花
の
句
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
巻
首
の
名
称
も
こ
れ
に
一
致
す
る
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
端
作
に
更
に
春
部
と
あ
る
の
で
、
四
季
完
備
の
大
発
句
集
と

し
て
意
図
し
た
も
の
の
一
部
と
も
見
倣
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
は
「
花
」
を
ど

う
解
釈
す
る
か
で
あ
る
。
他
の
季
節
の
花
は
限
ら
れ
た
少
数
に
過
ぎ
な
い
。

そ
こ
で
『
花
能
万
賀
喜
』
の
文
字
と
同
義
か
、
あ
る
い
は
「
詞
は
花
の
中
に

花
を
尋
ね
」
羅
哩
と
云
っ
た
言
葉
か
か
り
の
精
華
、
句
の
最
上
の
優
美
さ

を
指
す
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
能
に
お
け
る
花
が
こ
れ
に
近
い
。
尤
も

春
を
象
徴
す
る
意
味
で
概
括
的
に
宗
瑚
の
花
の
発
句
と
考
え
て
も
よ
い
。
潜

在
的
に
花
の
下
連
歌
の
名
残
り
を
承
け
継
い
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
の
で

あ
る
。
『
菟
玖
波
集
』
の
発
句
部
で
は
四
一
％
強
と
圧
倒
的
に
春
の
句
が
多

い
の
が
注
目
さ
れ
る
（
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
は
三
六
％
）
。
北
野
万
句
と
か
正

月
十
八
日
二
月
廿
五
日
な
ど
の
式
日
の
発
句
の
参
考
資
料
と
云
う
こ
と
も
あ

『
棚
花
発
句
』
に
つ
い
て

Ⅱ

『
棚
花
発
句
』
に
つ

い

て

ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
仮
令
そ
れ
が
春
部
だ
け
で
あ

っ
て
も
、
他
の
多
く
の
宗
棚
の
句
集
に
伍
し
て
、
発
句
ば
か
り
集
め
一
巻
と

し
て
ま
と
め
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ま
で
こ
れ
に
類
し
た
作
品
集

が
無
か
っ
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

１
制
作
鑑
賞
と
も
に
発
句
重
視
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
。

（
２
）

２
宗
瑚
の
一
座
し
た
発
句
が
多
数
に
の
ぼ
り
、
そ
の
作
風
が
世
の
好
士
た

ち
に
持
て
難
さ
れ
た
こ
と
。

３
将
軍
家
に
奉
仕
す
る
宗
匠
と
し
て
、
連
歌
界
の
頂
点
に
位
置
し
、
ひ
ろ

く
公
武
庶
に
わ
た
っ
て
権
威
が
あ
っ
た
こ
と
。

な
ど
を
指
摘
し
得
る
。
本
稿
で
は
そ
の
結
果
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
『
剛
花

発
句
』
に
つ
い
て
、
個
々
の
句
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

『
菟
玖
波
集
』
で
発
句
部
を
設
け
た
こ
と
は
文
芸
と
し
て
の
発
句
観
を
示

し
た
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
発
句
の
①
重
要
性
、
②
有
よ
う
、
③
作
法
等
に
つ

い
て
『
筑
波
問
答
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

Ⅲ

奥
田
久
輝



と
あ
る
の
も
右
の
事
実
を
示
す
。
発
句
は
付
句
を
予
想
し
な
が
ら
、
巻
頭
と

（
６
）

し
て
付
句
か
ら
の
独
立
性
を
保
持
し
、
当
座
の
百
韻
に
お
い
て
は
発
想
の
場

を
反
映
さ
せ
て
、
祝
賀
的
挨
拶
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
『
満

（
７
）

済
准
后
日
記
」
永
享
二
年
三
月
十
七
日
条
に
「
今
日
将
軍
為
花
御
覧
御
入
寺

（
中
略
）
御
発
句
御
沙
汰
・
と
を
く
問
ふ
か
ひ
あ
る
花
の
さ
か
り
哉
千
代

も
な
れ
見
ん
松
と
桜
木
」
執
筆
蜷
川
入
道
、
御
連
歌
人
数
山
名
赤
松
以
下
、

（
３
）

①
当
道
の
至
極
の
大
事
た
ｒ
発
句
に
て
侍
る
な
り
。
発
句
わ
る
け
れ
ば
一
座
み
な

け
が
れ
る
。
さ
れ
ば
堪
能
宿
老
に
ゆ
づ
り
て
末
座
に
掛
酌
あ
る
べ
き
也
。

②
先
づ
発
句
の
よ
き
と
申
す
は
深
き
心
の
こ
も
り
詞
や
さ
し
く
気
高
く
新
し
く
当

座
の
儀
に
か
な
ひ
た
る
を
上
品
と
は
申
す
な
り
。
一
も
欠
け
た
ら
ん
は
う
る
は

し
き
秀
逸
に
て
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

③
い
か
な
ら
ん
堪
能
も
当
座
の
百
韻
な
ど
に
は
た
Ｙ
あ
さ
あ
さ
と
同
類
な
き
様
に

す
る
が
一
の
体
に
て
あ
る
に
や
（
中
略
）
こ
と
さ
ら
発
句
は
そ
の
詮
の
あ
る
や

（
４
詮
）

う
に
一
ふ
し
を
案
じ
入
れ
て
す
る
事
な
り
。

深
く
心
を
ま
わ
し
優
雅
な
詞
で
も
っ
て
長
高
く
、
ま
た
本
歌
本
説
を
取
っ
て

も
、
同
時
に
新
鮮
な
景
物
を
随
所
に
配
置
す
る
要
が
あ
る
。
そ
の
上
意
外
性

の
あ
る
俳
味
で
一
座
に
興
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
必
要
条
件

が
一
つ
で
も
不
足
す
る
と
秀
逸
と
は
云
い
難
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
発

句
自
体
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
重
要
視
さ
れ
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
『
看

聞
御
記
』
応
永
廿
七
年
七
月
八
日
条
に

御
連
歌
院
御
発
句
松
な
ら
ぬ
梶
に
も
そ
ふ
か
手
向
草
又
聞
。
石
橋
七
夕
発
句
。

さ
ほ
鹿
の
星
の
逢
夜
や
と
も
し
妻
連
歌
師
共
殊
勝
之
由
褒
美
云
々
。
又
四
条
聖

発
句
。
梶
の
葉
に
ま
た
七
種
の
花
も
か
な
是
も
殊
勝
云
々
。
猶
石
橋
発
句
珍
敷

（
５
）

面
白
歎
。

一
一

摂
政
や
管
領
諸
大
名
も
召
出
さ
れ
て
い
る
。
同
六
月
十
一
日
に
は
義
教
は
四

条
道
場
へ
渡
御
し
聖
人
や
相
阿
よ
り
発
句
を
所
望
さ
れ
、
さ
く
花
の
さ
か
り

久
し
き
蓮
哉
夏
深
き
梢
も
花
の
都
哉
と
祝
儀
の
句
を
詠
ん
で
い
る
。
ま

た
室
町
殿
月
次
連
歌
で
頭
役
勤
仕
の
山
名
常
熈
・
け
ふ
た
つ
は
秋
も
千
と
せ

の
は
し
め
か
な
な
ど
と
あ
る
。
高
貴
な
者
釈
註
や
堪
能
者
に
は
つ
ね
に

発
句
の
用
意
が
い
る
。
年
中
日
発
句
は
そ
の
よ
う
な
時
の
一
応
の
指
針
と
な

る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
梵
灯
庵
日
発
句
』
は
そ
れ
で
あ
ろ
う
が
、
宗
剛
の
「
日

（
８
）

発
句
」
形
態
の
写
本
は
多
数
に
の
ぼ
る
。
い
づ
れ
も
宗
砲
の
発
句
を
主
体
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
『
菟
玖
波
集
』
で
は
連
歌
一
巻
で
な
く
、
和
歌
集

な
み
に
個
人
中
心
に
撰
し
た
が
、
そ
れ
が
家
集
の
よ
う
に
個
人
の
（
発
）
句
集

と
し
て
、
自
撰
な
い
し
後
人
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
る
の
は
ほ
ぼ
宗
瑚
か
ら
で

あ
る
。
一
条
兼
良
と
の
協
力
関
係
（
新
玉
集
な
ど
）
が
一
つ
の
契
機
を
な
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
瑚
の
一
座
し
た
懐
紙
は
多
く
現
存
す
る
が
、
（
発
）
句

集
も
多
岐
に
わ
た
り
複
雑
な
重
な
り
を
示
す
。

い
ま
本
題
の
「
瑚
花
発
句
』
の
重
な
り
を
分
析
す
る
に
当
っ
て
校
合
し
た

各
句
集
を
左
に
掲
げ
る
。
（
Ｉ
印
は
前
注
を
享
け
る
。
）

『
連
歌
愚
句
』
（
大
阪
天
満
宮
文
庫
蔵
）

発
句
部
以
下
十
一
部
。
奥
書
に
、
已
上
新
玉
集
二
可
被
撰
入
候
由
申
宝
徳
二
年
関

白
殿
へ
注
申
一
巻
也
と
あ
る
。
欠
句
、
永
享
十
二
年
三
月
廿
一
日
北
野
万
句
御

法
楽
の
う
ち
一
方
右
衛
門
佐
持
豊
座
題
霞
に
て
か
す
め
月
明
ほ
の
お
し
き
一
夜

（
９
）

松
。
同
書
を
甲
本
と
す
る
と
、
全
く
別
の
乙
本
が
存
す
る
。

『
宗
瑚
句
』
連
歌
年
記
不
同
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）

城
北
野
人
宗
殉
（
自
注
）
。
正
月
１
．
２
．
３
、
二
月
５
．
４
．
６
、
三
月
９
．
８
・
加

（
次
章
の
配
列
番
号
参
照
）
の
順
で
欠
句
な
し
。
奥
書
に
よ
る
と
享
徳
三
年
五
月



廿
日
信
濃
国
伊
那
郡
知
久
郷
神
峰
城
主
、
知
久
民
部
少
輔
頼
矯
の
所
望
に
応
じ
た

も
の
（
次
章
『
宗
瑚
句
Ａ
』
と
表
記
）
。
ま
た
他
の
一
本
の
奥
書
に
以
上
一
見
候
処

非
愚
句
連
歌
少
々
相
交
、
価
而
消
之
、
雌
為
愚
句
当
初
不
庶
幾
事
等
有
之
、
唯
恥

後
見
而
已
享
徳
四
年
四
月
日
宗
瑚
判
と
あ
り
、
ま
た
、
卿
公
加
判
之
本
、

於
或
所
失
了
、
価
而
以
伝
写
本
又
写
之
、
是
者
非
愚
句
、
是
者
不
庶
幾
之
由
候
連

歌
除
之
、
其
後
任
見
出
又
加
之
、
次
於
但
州
之
句
連
こ
発
句
等
載
之
畢
宗
祇

と
あ
っ
て
宗
祇
が
師
宗
瑚
の
意
を
う
け
て
編
集
し
て
い
る
の
は
注
目
に
価
す
る
。

『
宗
湖
発
句
丼
付
句
抜
害
』
（
抜
）
（
小
松
天
満
宮
文
庫
蔵
）

発
句
一
二
○
句
、
春
部
三
六
句
中
、
枝
た
る
遥
花
ハ
に
し
き
の
と
は
り
哉
こ
き

ま
ぜ
て
桑
に
ま
ゆ
あ
る
柳
か
な
の
二
句
欠
。

『
北
野
会
所
連
歌
始
以
来
発
句
』
（
北
）
（
太
田
武
夫
氏
蔵
）

文
安
六
年
の
春
発
句
十
二
句
中
四
句
欠
。
同
比
（
二
月
廿
七
日
ご
ろ
）
小
野
俊
範

但
州
妙
見
山
に
て
千
句
興
業
し
侍
る
と
て
所
望
せ
し
発
句
谷
風
も
霞
を
の
ぼ
る

山
路
哉
二
月
十
日
藤
原
満
実
家
に
て
、
く
れ
な
ゐ
の
霞
や
梅
の
花
か
さ
ね
、
枝

た
る
狸
花
ハ
に
し
き
の
戸
張
か
な
同
廿
七
日
香
川
上
野
入
道
法
楽
の
三
社
内
祇

園
発
句
、
春
ふ
か
き
青
葉
の
花
の
林
か
な

『
連
歌
百
句
』
（
小
松
天
満
宮
蔵
）

伊
勢
国
司
中
納
言
北
畠
教
具
の
所
望
に
よ
る
自
撰
。

『
宗
砲
法
師
付
句
』
（
書
陵
部
蔵
『
三
吟
百
駒
』
）
春
発
句
一

『
救
済
宗
剛
百
番
連
語
』
（
百
番
連
歌
）
（
赤
木
文
庫
蔵
）

寛
正
六
年
乙
酉
三
月
日
清
回
、
左
救
済
右
宗
醐
、
十
七
番
、
発
句
春
九
句
欠

句
な
し
。

『
宗
瑚
発
句
』
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）

天
文
廿
三
年
絹
月
九
日
公
維
書
写
、
正
月
欠
句
一
二
。
二
月
、
一
四
（
二
月
一
日

（
皿
）

は
専
順
の
句
）
。
三
月
、
九
。
計
八
九
句
中
五
五
句
欠
。

『
竹
林
抄
』
（
続
類
従
）
欠
句
前
述
「
こ
き
ま
せ
て
」
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』

『
醐
花
発
句
』
に
つ
い
て

（
実
隆
本
）
欠
句
な
し
。

次
に
『
瑚
花
発
句
』
の
配
列
は
先
の
『
宗
瑚
句
』
、
但
州
五
句
、
播
州
二

句
、
最
後
の
心
の
花
五
句
を
除
け
ば
雑
然
と
し
た
蒐
集
で
あ
る
（
次
章
の
表

参
照
）
。
素
材
は
、
立
春
霞
、
春
雪
、
春
風
梅
、
柳
、
若
草
、
花
捕
航
》

月
前
花
・
花
盛
・
都
花
、
桜
、
藤
、
つ
つ
じ
、
雑
春
、
椿
そ
の
他
。
こ
れ
が
心
敬

・
山
花
・
花
・
落
花
（
ｇ
Ｅ
）

の
『
芝
草
句
内
発
句
』
等
を
経
て
、
宗
祇
の
『
自
然
斎
発
句
』
に
な
る
と
、

主
題
の
細
分
化
に
よ
る
整
然
と
し
た
配
列
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

１１１

１
神
も
き
け
世
は
こ
と
ふ
き
の
春
の
風

こ
と
ふ
き
と
は
祝
言
と
書
た
る
な
り
、
ふ
き
と
云
詞
を
か
り
て
春
の
か
せ
と
申
す

な
る
べ
し
。

〔
連
歌
愚
句
〕
発
句
部
、
宝
徳
二
年
正
月
五
日
北
野
会
所
連
歌
始
。
〔
宗
刷

句
Ａ
〕
発
句
正
月
、
宝
徳
二
年
正
月
五
日
北
野
会
所
連
歌
は
じ
め
、
証
唯
脇

帽
他
瀞
触
酔
邸
恥
嗣
轍
恥
〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
正
月
五
日
、

享
徳
六
会
所
連
吾
始
（
享
徳
六
は
間
違
い
）
祝
言
の
発
句
。
一
条
兼
良
の
『
心

玉
集
』
の
資
料
と
し
て
『
連
歌
愚
句
』
を
注
進
し
た
中
の
発
句
廿
一
句
の
一
・

２
天
の
御
戸
あ
く
れ
ハ
春
と
さ
す
日
哉

あ
ま
の
ミ
と
く
つ
と
も
誰
か
あ
ハ
れ
ま
ん
。
世
を
ミ
な
し
れ
る
君
に
あ
ら
て
ハ
と

聖
廟
の
御
託
宣
の
御
詞
也
、
御
神
殿
の
心
と
お
ほ
ゆ
。
此
句
ハ
た
つ
天
の
戸
也
。

天
津
空
を
あ
ま
つ
み
空
と
も
い
ふ
か
ご
と
し

崇
習
Ａ
〕
発
句
正
月
、
筋
蕊
鑑
鯛
鱈
則
鶏
仙
熟
蕊
篭

雫
畑
帷
吐
や
接
〕
発
句
春
部
。
崇
瑚
発
包
正
月
一
日
。
螺
騏
棡
匪

に
か
か
る
枕
詞
的
用
法
ｏ
聖
廟
は
菅
原
道
真
を
杷
っ
た
廟
で
、
大
平
記
に
「
彼
の
聖
廟
と

申
し
奉
る
は
大
慈
大
悲
の
本
地
天
満
天
神
の
垂
跡
に
て
渡
ら
せ
袷
へ
ば
」
（
六
民
部
卿

一
一
一



聯
Ⅷ
塞
舳
綱
墹
此
〔
草
根
集
（
丹
鶴
叢
書
本
）
〕
厭
畑
炉
伽
訓
仇
症
榊
柵
叡
幌
鯏
き
な
べ
も
ろ
人
」
と
「
時
な
る
か
な
や
」
を
用
い
た
歌
が
あ
る
。
（
心
敬
所
々
返
答
）
『
藤

原
定
家
全
歌
集
』
に
は
、
三
首
詠
草
（
宴
遊
待
暁
）
花
鳥
の
色
に
も
ね
に
も
い
そ
が
る

私
春
の
遊
の
し
の
秘
め
の
空
（
拾
遺
愚
草
員
外
之
外
）
と
内
裏
百
首
、
名
所
春
廿
首
湯

３
春
き
い
と
い
ヘ
ハ
は
な
な
る
こ
と
葉
か
な

等
三
崎
に
「
花
鳥
の
」
の
詞
を
み
る
の
み
。

〔
竹
林
抄
〕
正
月
五
日
、
北
野
の
会
所
の
百
韻
に
。
『
竹
聞
』
正
月
五
日
奉
６
花
ハ
ミ
な
さ
く
ら
か
し
た
の
草
木
か
な

行
会
初
也
、
十
八
日
ハ
公
方
、
花
み
、
ト
シ
タ
ル
也
。
〔
北
〕
’
一
ナ
シ
。
〔
宗
是
ハ
下
草
の
心
に
あ
ら
す
、
千
草
万
木
ハ
櫻
よ
り
も
し
た
の
位
を
い
ふ
な
る
へ
し

〔
宗
刑
句
Ａ
〕
発
句
二
月
肝
脾
切
林
野
嘩
鯲
獺
毬
Ｗ
Ｔ
〔
抜
〕
発
句
春
部
。

剛
句
Ａ
〕
発
句
一
月
、
享
徳
三
年
同
所
。
〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
剛
発
句
〕

正
月
二
一
日
。
糾
馴
諦
舩
紡
鞭
剛
雄
誠
仁
解
症
胡
肝
肌
魂
畦
刎
＃
釧
燗
鍬
明
欲
鯰
鋤
唾
〔
宗
棚
発
句
〕
二
月
廿
日
。
〔
竹
林
抄
〕
『
竹
聞
』
春
九
十
日
也
。

発
句
ば
か
り

７
本
つ
香
に
に
ほ
へ
よ
も
き
か
宿
の
梅

と
な
る
。
。

４
わ
か
草
ハ
秋
ま
つ
花
の
木
か
け
か
な

〔
北
〕
同
（
文
安
六
年
正
月
）
十
三
日
私
宅
ニ
北
野
人
数
を
招
て
張
行
せ
し

崇
習
Ａ
堯
句
言
．
細
川
壁
旱
句
内
．
票
契
包
二
月
廿
篝
発
句
に
、
Ｉ
潅
廃
噌
魏
溌
鰡
愛
紡
頚
燗
嬢
霧

八
日
。
こ
の
頃
二
月
初
旬
に
勝
元
朝
臣
法
楽
石
清
水
社
千
句
、
同
廿
五
日
に
泌
棚
銘
舵
や
〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
正
月
廿
日
。
〔
竹
〕
会
所
の

奉
行
承
し
翌
年
宿
所
会
に
。
剛
院
雑
歌
孵
順
岬
冊
稠
計
率
欺
獅
蝶
《

北
野
社
法
楽
勝
元
朝
臣
千
句
連
歌
が
催
さ
れ
て
い
る
。

５
花
鳥
も
と
き
な
る
か
な
や
さ
く
ら
か
り

８
朝
な
き
に
浪
あ
る
藤
の
う
ら
葉
か
な

此
鳥
小
維
子
を
心
に
あ
て
た
る
な
り
へ
孔
子
の
こ
と
は
に
山
梁
雌
雄
時
哉
こ
ご
と

〔
連
歌
愚
句
〕
山
名
修
理
大
夫
入
道
常
勝
家
二
而
百
韻
連
に
。
〔
宗
瑚
句
Ａ
〕

Ⅷ
剛
勵
嘩
蝸
附
梛
鳩
汕
聰
慨
舳
附
凧
か
峨
順
Ⅷ
州
加
鯏
慨
Ⅷ
匪
綻
鰄
棚
棚
哨
沁
椰
発
句
三
月
〔
砲
公
嫌
物
〕
鴎
航
醇
削
職
柵
畷
蠅
一
、
雌
除
搬
珈
岬
餓
瀞
伽
狢
岫
鮒
州

正
少
弼
持
豊
上
総
介
熈
高
」
と
あ
る
。
「
嘉
吉
記
」
に
は
持
豊
の
義
弟
熈
高
を
修
理
大

う
に
も
お
も
ひ
よ
れ
り
、
こ
と
し
け
く
好
へ
か
ら
す

夫
と
し
て
い
る
が
、
右
の
記
録
と
合
わ
な
い
。
従
っ
て
常
勝
は
修
理
大
夫
義
理
の
孫
、

〔
宗
剛
句
Ａ
発
句
二
月
〕
肌
努
剛
雛
耽
沁
噺
杣
柳
弛
蠅
蝿
祉
抑
捕
嘩
潮
砿
州
州
岬
教
清
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
嘉
吉
の
乱
後
、
美
作
守
護
と
な
り
修
理
大
夫
法
名
は
浄

也
．
〔
北
野
会
所
連
歌
始
以
来
発
句
〕
鮪
鵡
魏
進
蕊
蕊
軍
蜥
鰈
溌
ぬ
花
ハ
な
お
ち
そ
を
と
ハ
や
ま

ナ
ル
哉
ャ
山
梁
ノ
雌
ｌ
題
詞
同
（
文
安
六
年
二
月
）
十
四
日
飯
尾
肥
前
入
道

雄
ト
云
ル
心
等
也

〔
宗
瑚
句
Ａ
〕
発
句
三
月
於
清
水
寺
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
三
月
十
七
日
清
水
寺

永
祥
家
の
月
窪
歌
に
ｌ
窪
鬘
包
文
実
年
二
月
肥
前
入
稟
祥
に
て
。

辨
伽
岨
收
華
燭
寺
畔
癌
帰
埜
鋤
鐸
》
詐
蜥
雫
鍔
諜
祉
嘩
湘
崎
零
啼
崎
錯
蝿
峠
霊
鋤
秘
蛆
春
を
ひ
け
か
つ
ら
お
と
こ
の
し
ら
ま
弓

此
し
ら
ま
弓
月
な
り
、
弓
張
月
な
と
云
類
な
り
。
春
を
ひ
け
と
ハ
春
を
引
と
Ｌ
め

曰
く
「
山
梁
の
雌
雄
時
な
る
か
な
ノ
、
、
子
路
こ
れ
を
供
す
三
た
び
嗅
ぎ
て
作
つ
）
。
な

よ
の
心
な
る
へ
し

お
宗
瑚
の
師
正
徹
に
も
「
す
み
よ
し
の
神
の
む
ま
れ
て
世
を
照
す
時
な
る
か
な
や
ま

四



〔
宗
剛
句
Ａ
〕
発
句
三
月
、
、
証
伽
密
刎
賦
網
孵
鯲
勤
鯲
も
〔
宗
瑚
発
句
〕
正

月
十
五
日
。
〔
竹
林
抄
〕
鰍
脆
鯏
肺
州
も
順

ｕ
わ
か
草
の
つ
ま
や
さ
く
ら
の
し
た
か
さ
ね

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
百
番
連
謡
〕
同
発
句
。
〔
連
歌
愚
句
〕
永
享
十
二
年

二
月
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
二
月
十
九
日
。

哩
櫻
さ
く
と
を
山
も
り
や
宮
こ
ひ
と

〔
宗
砲
発
句
〕
二
月
十
四
日
。
〔
竹
林
抄
〕
媚
噸
加
」
噸
傑
謝
岫
醗
野
峨
畑
鵬
陥

鵬
皿
箙
柳
埜
唖
勝
也
蝿
紬
峨
宗
『
竹
聞
』
林
麺
伽
臥
脈
硴
加
碑
伽
皿
細
塾
一
元
燗

ノ
桜
ヲ
と
か
く
あ

つ
か
ふ
心
也
。

過
瑞
雛
の
ひ
さ
木
花
さ
く
宮
井
か
な

皿
藤
な
れ
や
こ
の
神
松
の
花
の
な
、
、
、

〔
宗
剛
発
句
〕
三
月
廿
六
日
。
花
の
波
。
姥
棚
肱
脇
静
埖
の

咽
に
ほ
へ
け
さ
花
の
名
た
て
の
春
の
雲

花
の
名
だ
て
は
『
家
持
集
』
『
躬
恒
集
』
（
西
本
願
寺
蔵
三
十
六
人
集
）
『
伊
勢
集
』

（
島
田
本
）
『
中
務
集
』
等
に
み
ら
れ
、
ま
た
「
秋
の
野
の
花
の
名
だ
て
に
を
み
な

へ
し
」
（
拾
遺
集
）
が
あ
る
ｐ
「
梅
か
枝
に
物
う
き
程
に
散
る
雪
を
花
と
も
い
は
じ

春
の
な
だ
て
に
」
（
新
古
今
春
上
・
源
重
之
）
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
も
す
る
。

妬
雨
か
せ
も
花
の
春
を
ハ
さ
そ
ひ
け
り

「
雨
か
せ
も
」
「
花
の
春
」
は
と
も
に
歌
語
。
ま
た
『
菟
玖
波
集
』
発
句
に
救
済
の

「
誘
ひ
て
も
花
を
思
は
い
嵐
か
な
」
が
あ
り
『
撃
蒙
抄
』
、
『
初
心
求
詠
集
』
に
も

載
せ
る
。

Ⅳ
花
ハ
梅
時
は
春
よ
り
ひ
ら
け
蚤
り

〔
宗
剛
句
集
〕
宝
徳
正
五
。
〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
正
月
二
日
。

『
瑚
花
発
句
』
に
つ
い
て

『
源
氏
・
藤
の
う
ら
葉
』
に
、
『
春
の
花
い
づ
れ
と
な
く
、
み
な
開
け
出
づ
る
色
ご
と

に
目
お
ど
ろ
か
ぬ
は
な
き
を
」
。

肥
は
な
ノ
ー
、
に
色
香
ハ
み
ち
ぬ
宿
の
春

「
花
々
に
」
は
「
後
撰
集
』
に
あ
り
、
花
の
色
香
に
つ
い
て
は
『
古
今
集
』
に
「
よ

そ
に
の
み
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
梅
の
花
飽
か
ぬ
色
香
は
折
り
て
な
り
け
り
」
（
素
性
）

が
著
名
。
「
源
氏
・
若
菜
下
』
に
「
花
の
色
香
も
も
て
は
や
さ
れ
て
、
げ
に
心
に
く

き
ほ
ど
な
り
」
と
あ
る
。
宿
の
梅
は
宗
瑚
の
自
邸
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
宗

瑚
は
永
享
五
年
十
月
十
日
草
庵
を
営
み
、
山
名
持
豊
・
正
徹
等
を
招
い
て
い
る
。

（
草
根
集
巻
三
）

岨
名
も
し
る
し
此
神
の
木
の
花
の
兄

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
正
月
廿
六
日
。
梵
灯
庵
主
『
袖
下
集
』
に
、

「
花
兄
と
申
は
梅
の
異
名

也
。
初
春
の
発
句
に
す
べ
し
。
た
と
へ
ぱ
梅
を
花
の
兄
と
申
事
、
万
の
草
木
の
先
に

花
開
が
故
に
花
の
兄
と
申
な
り
」

幼
八
千
代
へ
む
木
陰
花
な
る
椿
か
な

百
首
の
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
祝
の
歌
、
後
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
「
八

千
代
へ
む
君
が
た
め
と
や
玉
梼
は
が
へ
を
す
べ
き
程
は
定
め
じ
」

型
あ
つ
ま
屋
の
梅
よ
り
こ
ち
は
ハ
匂
け
り

〔
宗
剛
発
句
〕
正
月
士
一
日
や
鵬
献
蝋
紗
鵬
岬
雛
「
こ
ち
吹
か
ば
匂
ぉ
こ
せ
ょ
梅

理
宿
の
梅
は
な
も
ひ
さ
し
の
続
木
哉

詔
春
風
に
行
人
し
た
ふ
や
な
き
哉

〔
新
撰
菟
玖
波
集
〕
肪
加
鰄
肺
吠
俄
即
削
暉
臥
帥
恥
鵬
棚
〔
竹
林
抄
〕
附
加
臓
ふ

叺
帥
臘
妙
訓
肱
鈍
剛
〔
竹
林
抄
・
聞
書
〕
訊
唖
蝋
仇
猟
唖
池
Ⅳ
Ⅷ
種
蜘
肺
阯
虻

『
竹
聞
』
惰
燗
尭
噸
伽
叩
紺
酌
泡
噌
騰
睨
釧
浮
切
糺
縦
協
『
竹
林
抄
之
注
」
焔
恥

嘩
肱
勵
剛
函
轆
細
醗
殉
唯
肋
諏
馴
仙
恥
賎
〔
宗
剛
発
句
〕
二
月
二
日
。
鰯
Ⅷ
皿
大

柱
砿
崎
洲
圃
砦
〔
注
〕
文
安
六
年
二
月
十
九
日
足
利
成
氏
関
東
公
方
と
し
て

五



下
向
の
日
専
窒
と
嘉
張
行
。
襄
鼈
蕊
慰
霞
艇
蕊
蕊

り
公
方
御
対
面
あ
り
、
御
太
刀
御
馬
を
被
下
、
同
二
月
十
九
日
関
東
へ
下
ら
る
些
・

此
若
君
の
和
歌
の
師
に
て
あ
り
し
正
徹
書
記
賎
別
の
歌
を
送
る
。
あ
や
う
き
を
天

か
け
て
や
ま
も
り
剣
雲
井
の
つ
る
か
岡
の
へ
の
神
。
」
こ
の
正
徹
の
歌
も
連
歌
で
云

え
ば
秀
句
的
で
あ
る
。
『
康
富
記
』
同
日
条
に
．
条
殿
．
．
…
・
今
日
御
連
歌
也
、
山

名
兵
部
少
輔
已
下
武
家
輩
可
参
候
之
由
有
其
説
」
と
あ
る
。
〔
兵
部
少
輔
は
教
之
。

ま
た
教
清
（
応
仁
武
鑑
）
〕

型
日
を
ふ
れ
は
花
も
さ
き
つ
く
長
雨
哉

妬
た
ち
な
き
そ
花
こ
そ
に
し
き
春
霞

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
三
月
五
日
。

は

舶
さ
か
り
○
を
ハ
ひ
く
や
柳
の
か
み
つ
枝

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
剛
発
句
〕
二
月
六
日
さ
か
り
葉

”
月
雪
も
む
し
ろ
し
か
む
や
花
の
陰

〔
宗
砲
発
句
〕
二
一
月
十
五
日
。
沁
鰍
鵬
所
和
繩
瀧
鮮
硴
飴
帥
馴
稚

朋
と
も
す
火
の
し
た
草
も
ゆ
る
つ
畠
し
哉

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
剛
発
句
〕
三
月
六
日
と
も
し
火
の
。
内
閣
文
庫
蔵

『
剛
公
嫌
物
』
中
に
あ
り
。

羽
を
そ
櫻
名
を
え
て
さ
け
る
一
木
哉

〔
抜
〕
発
句
春
部
、
遅
櫻
。
〔
宗
捌
発
句
〕
三
月
廿
三
日
。
碧
そ
桜
」
は
金

葉
以
下
の
歌
語
。

別
く
み
あ
け
よ
花
ち
る
谷
の
春
の
水

〔
宗
瑚
発
句
〕
二
一
月
廿
一
日
。
内
閣
文
庫
蔵
『
剛
公
嫌
物
」
・
吟
縦
熾
溌
州
坐

馴
さ
く
藤
の
う
ら
葉
は
な
ミ
の
玉
藻
か
な

享
徳
二
年
三
月
十
五
日
何
路
（
天
満
宮
文
庫
）
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
三
月
廿
八
日
。

犯
花
は
と
ひ
烏
ハ
目
わ
た
る
や
よ
ひ
哉

一
ハ

〔
宗
瑚
発
句
〕
三
月
廿
五
日
。

詔
浪
や
藤
沢
へ
に
庭
の
野
す
ち
哉

是
ハ
七
条
道
場
へ
藤
澤
よ
り
時
衆
上
洛
あ
り
し
と
き

『
満
済
准
后
日
記
』
『
看
聞
御
記
』
『
蔭
涼
軒
日
録
』
『
後
鑑
』
等
に
七
条
・
六
条
・

四
条
各
道
場
の
記
録
が
散
見
さ
れ
る
が
、
右
の
記
は
不
詳
。
七
条
道
場
記
録
・
同

文
書
等
も
同
様
。
応
永
三
十
一
年
、
四
条
を
七
条
の
末
寺
と
定
め
た
こ
と
が
あ
る

が
、
義
教
の
代
に
は
四
条
道
場
で
連
歌
興
行
（
満
済
）
六
条
道
場
参
詣
・
七
条
道

場
へ
引
物
を
贈
る
（
蔭
涼
）
等
将
軍
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
四
条
道
場
は
現

新
京
極
入
口
あ
た
り
で
、
佐
々
木
道
誉
の
寄
進
。
六
条
道
場
は
東
六
条
玉
水
町
枯

殻
邸
辺
ｐ
七
条
道
場
は
東
洞
院
に
あ
っ
た
。

〔
宗
剛
発
句
〕
三
月
廿
四
日
。
覇
篭
蕊
群
蝕
鮮
溌
篭
譲
罐

と
『
後
鑑
』
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
道
場
は
勘
解
由
小
路
、
富
小
路
附
近
（
現

在
の
京
都
御
所
東
南
部
）
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

弘
ち
ら
て
け
ふ
弥
生
を
し
た
ふ
花
も
か
な

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
刷
発
句
〕
三
月
州
日
花
も
な
し
。
〔
竹
林
抄
〕
三

月
尽
に
。
『
竹
聞
』
椛
弛
睡
沁
礎
吋
机
疵
椛
群
伽
．

拓
花
ハ
ひ
も
や
な
き
ハ
か
、
、
、
を
時
つ
か
せ

文
安
五
年
二
月
五
日
山
何
（
天
満
宮
文
庫
）
点
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
砲
発
句
〕

二
月
廿
三
日
。
鵬
畭
柵
細
糖
芯
皿
鍬
朏
眺
が
幌
淵
州
蕊
瑚
雌
峨
笹
牒
牒
脚
蛎
は
茨

ま
け
候
。
い
づ
れ
を
も
同
様
に
仕
候
。
如
此
之
時
、
伴
の
切
所
を
存
知
た
る
随
分
に

て
候
」
と
自
注
し
て
い
る
。

珊
花
お
そ
し
ま
た
木
か
ら
し
か
春
の
風

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
一
牛
軌
帥
踊
げ
な
る
」
（
新
古
今
・
西
行
。
新
撰
菟
玖
波
集
、

訂
見
わ
た
せ
は
こ
畠
ろ
雪
ま
の
野
山
か
な

「
見
わ
た
せ
ば
」
は
広
く
用
い
ら
れ
る
歌
語
。
野
山
の
雪
解
け
の
眺
望
は
長
高
の
句
。



銘
い
つ
は
と
は
松
や
は
わ
か
ん
千
代
の
春

㎡
い
つ
は
と
は
時
は
わ
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
こ
と
限
な
り
け
る
（
古
今
集
秋
上
．

よ
み
人
し
ら
ず
）
。
い
つ
は
と
は
影
は
分
か
れ
ど
夜
半
の
月
霞
め
ば
春
の
物
に
ぞ

有
け
る
（
続
後
拾
遺
春
下
後
嵯
峨
院
）

胡
花
を
践
真
砂
は
庭
の
木
か
け
哉

「
往
生
礼
讃
偶
」
一
巻
（
大
正
新
修
大
藤
経
第
四
十
七
巻
諸
宗
部
四
）
に
「
六
時
聞

●
●

烏
合
四
寸
践
華
低
相
看
無
不
正
豈
復
有
長
迷
願
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
と
あ
る
。

『
無
量
寿
経
』
（
岩
波
文
庫
本
浄
土
三
部
経
８
．
詔
）
「
尽
夜
六
時
に
烏
の
声
の
調

和
す
る
の
を
聞
き
華
の
敷
か
れ
た
地
上
を
歩
く
と
四
寸
ほ
ど
さ
が
る
。
看
る
と
こ

ろ
の
あ
り
さ
ま
（
相
）
は
一
つ
と
し
て
正
し
く
な
い
こ
と
は
な
い
。
ど
う
し
て
ま
た

長
い
迷
い
が
あ
ろ
う
か
」

釦
む
ら
さ
き
に
さ
す
や
は
ひ
え
の
藤
の
夜

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
竹
林
抄
聞
書
〕
柵
妨
糀
雌
埋
え
畦
喚
え
肪
又
雌
確
糺
槻
鵬

マ
マ

た
る
藤
也
。
紫
に
は
入
染
た
る
藤
の
花
池
に
は
ひ
さ
す
物
に
そ
有
け
る
。
『
竹
林
抄

の
注
」
行
助
（
竹
注
３
７
０
）
は
ひ
え
と
は
藤
の
は
ふ
た
る
枝
也
。
さ
す
や
は
ひ
え

と
い
へ
る
は
紫
ハ
は
ひ
を
さ
し
て
そ
む
る
也
。
紫
に
八
し
ほ
染
た
る
藤
の
花
池
に

は
い
さ
す
物
に
そ
有
け
る
。

『
竹
聞
』
承
知
乖
瀝
噸
仙
紫
煙
畦
仙
塒

虹
花
そ
此
た
れ
か
ハ
ま
ち
し
け
さ
の
雪

〔
宗
砲
発
句
〕
二
月
十
七
日
。

蛇
梅
か
公
に
う
れ
し
さ
つ
畠
む
真
袖
か
な

〔
百
番
連
謡
発
句
〕
〔
宗
剛
発
句
〕
正
月
廿
七
日
香
の
Ｉ
快
か
な

妃
む
め
さ
く
ら
花
よ
り
花
に
う
つ
る
か
な

〔
宗
剛
発
句
〕
二
月
十
三
日
は
な
に
。

“
路
の
名
の
あ
や
を
る
は
な
の
宮
こ
哉

綾
小
路
と
関
係
す
る
か
。
〔
綾
小
路
有
俊
（
左
兵
衛
督
）
は
民
部
卿
（
応
永
誕
Ｉ
氷

『
剛
花
発
句
』
に
つ
い
て

享
２
）
藤
行
有
の
子
、
宗
卿
は
高
山
民
部
入
道
（
古
今
連
談
集
）
高
山
民
部
少
輔
源

時
重
（
種
玉
庵
宗
祇
伝
）
。
〔
百
番
連
謡
〕
道
の
Ｉ
都
か
な

妬
花
に
そ
へ
お
ほ
ろ
月
夜
の
け
さ
の
空

〔
百
番
連
謡
〕
け
さ
の
雲
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
三
月
十
八
日
朧
月
、
雲
。
〔
竹

林
抄
〕
題
し
ら
す
。
『
竹
聞
』
偶
鎧
庖
李
湖
韮
洗
一
ト
似
哨
ら
〔
新
撰
菟
玖
波

集
〕
花
の
発
句
に
、
雲
。

妬
此
庭
や
う
へ
か
植
木
の
花
の
陰

〔
抜
〕
樹
の
か
け
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
二
月
廿
五
日
二
条
殿
に
て
う
へ
き
・
〔
百

番
連
謁
〕
植
木
、
か
け
。
唾
蝶
柵
鑓
潤
舶
献
峨
微
賎
鄭
一
乢
職
耐
繩
脚
岫
脳
刷
蠅
溌

作
庭
を
褒
め
る
挨
拶
。

鞭
す
み
れ
っ
む
木
か
け
を
花
の
か
た
ミ
哉

〔
宗
剛
発
句
〕
三
月
廿
二
日
木
陰
、
形
見
。
〔
竹
林
抄
〕
題
し
ら
ず
。

蛆
う
れ
し
さ
を
つ
農
む
た
も
と
か
春
霞

組
春
か
せ
に
梅
か
か
く
た
る
山
路
か
な

別
水
た
ま
り
梅
ち
る
庭
の
長
雨
哉

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
砲
発
句
〕
二
月
十
五
日
水
た
ま
る
梅
さ
く
庭
の

詠
か
な
。
〔
竹
林
抄
〕
題
し
ら
ず
。

副
藤
ハ
さ
き
苔
ハ
む
杉
の
古
枝
か
な

艶
ね
き
こ
と
は
た
る
ひ
も
と
く
る
宮
ゐ
か
な

〔
宗
剛
発
句
〕
正
月
九
日
宮
井

認
袖
か
け
て
花
や
は
お
ら
む
春
か
す
、
、
、

㎡
袖
か
け
て
引
き
ぞ
や
ら
ぬ
小
松
原
何
れ
と
も
な
き
千
代
の
け
し
き
に
（
後
拾
遺
集
）

副
掲
焉
き
ひ
か
り
を
御
代
の
春
日
か
な

㎡
い
ち
じ
ろ
き
印
な
り
け
り
新
玉
の
年
の
く
る
Ｌ
は
雪
に
ざ
り
け
る
（
貫
之
集
）

上



い
ち
じ
る
き
山
口
な
ら
ば
こ
入
乍
袖
の
気
色
を
見
せ
よ
と
ぞ
思
ふ
（
蜻
蛉
日
記
）

弱
天
地
は
ふ
る
と
き
ゆ
と
の
み
ゆ
き
哉

弱
見
よ
や
人
や
ふ
こ
そ
梅
は
は
し
め
な
れ

●
●

但
馬
国
養
父
（
郡
）
を
意
識
し
て
の
も
の
か
。
日
の
光
や
ぶ
し
わ
か
ね
ば
磯
神
ふ
り

に
し
里
に
花
も
咲
き
け
り
（
古
今
・
雑
上
・
布
留
今
道
）
。
享
徳
三
年
正
月
何
人

百
韻
・
氏
栄
「
梅
は
こ
の
花
の
手
向
の
初
め
か
な
」
㎡
自
然
斎
発
句
「
や
ぶ
し
わ

か
ぬ
春
日
に
Ｌ
ほ
へ
宿
の
梅
」

研
七
重
ひ
く
か
す
ミ
ハ
あ
ま
の
み
し
め
哉

御
注
連
。
嘉
吉
元
年
播
磨
国
八
社
法
楽
空
号
連
歌
「
長
く
ひ
け
秋
ゆ
く
月
の
御
注

連
縄
」
（
宗
砲
）
い
づ
れ
も
長
高
体
か
。

記
木
に
も
さ
け
岩
こ
す
浪
の
春
の
花

此
前
五
句
ハ
但
州
九
日
に
て
五
社
法
楽
之
時
也

開
折
ち
ら
す
ぬ
さ
に
も
と
ら
ぬ
さ
く
ら
哉

帥
松
か
え
ハ
花
に
た
え
た
る
高
根
哉

已
上
播
州
御
発
句
之
、
但
州
進
美
寺
へ
細
遜
営
時

進
美
寺
は
但
馬
国
養
父
宿
南
村
に
あ
る
名
刹
。
（
ど

仇
と
る
つ
か
の
み
し
か
き
筆
や
つ
く
ノ
‐
、
し

舩
さ
か
り
か
な
い
は
ふ
こ
と
葉
の
花
さ
く
ら

田
紅
葉
か
と
思
ひ
つ
出
し
や
あ
き
の
花

心
敬
「
所
々
返
答
』
に
「
思
ひ
つ
出
じ
不
庶
機
哉
」

“
雪
消
て
露
を
い
た
畠
く
若
葉
哉

む

開
つ
む
人
に
神
や
呪
月
の
手
向
草

〔
宗
砲
発
句
〕
正
月
十
八
日
普
光
院
御
時
北
野
に
て
。
む
月
の
。
轆
魁
削
脇

院
は
普
広

院
義
教
。

髄
を
し
の
毛
の
色
な
る
波
や
藤
の
花

銘
お
さ
ま
れ
る
代
は
春
な
れ
や
天
津
か
せ

享
徳
二
年
二
月
日
何
船
（
独
吟
×
天
満
宮
文
庫
）
・
〔
宗
剛
発
句
〕
正
月
廿
三
日
。

的
梅
ハ
わ
か
花
に
か
く
る
墜
老
木
哉

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
二
月
三
日
。
〔
竹
林
抄
〕
題
し
ら
ず
。

笠

『
竹
聞
』
獺
〃
椛
韮
塾
岫
症
沸
湘
硴
蜥
杖
誹
窒
死
私
溌
か
洲
側
榊
腓
岬
本

、
神
風
や
井
せ
き
ハ
花
の
よ
る
瀬
哉

〔
北
〕
鰄
臥
駄
納
瀧
硴
放
軒
旧
噸
桁
雌
剛
託
砿
〔
連
歌
愚
句
〕
蚊
椴
猷
奔
陀
期

臥
噸
肪
呼
〔
宗
剛
発
句
〕
二
一
月
十
九
日
文
安
六
年
伊
勢
路
に
て
。
靴
鵜
鮒
眼

勢
国
司
木
造
教
親
か
）
は
文
安
四
年
八
月
上
洛
し
て
お
り
、
「
何
路
」
等
一
座
で
交
歓

し
て
い
る
。
ま
た
「
古
今
連
談
集
』
や
「
伊
勢
国
司
文
」
を
贈
っ
て
い
る
。
「
宗
瑚

句
」
（
松
井
本
）
自
註
に
「
こ
れ
は
伊
勢
国
に
侍
る
人
正
月
よ
り
十
二
月
迄
京
の
や
こ

と
な
き
か
た
さ
ま
へ
、
一
月
つ
邑
御
発
句
を
申
下
て
太
神
宮
法
楽
を
申
せ
し
う
ち
、

六
月
は
宗
瑚
所
望
あ
り
し
ほ
と
に
晦
日
こ
ろ
仕
つ
か
は
し
候
也
」
な
ど
と
あ
る
。

（
金
子
氏
「
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
」
）

ｎ
君
や
花
御
代
の
春
こ
そ
盛
な
れ

〔
北
〕
同
（
文
安
六
年
二
月
）
甜
砿
卵
管
噸
祐
鯨
銚
離
虻

〔
連
歌
愚
句
〕
職
嗣
卿
銅
鮒
垂
即
珊
馴
祐
箙
吋
咲
〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
剛

発
句
〕
二
月
廿
二
日
。
〔
剛
公
嫌
物
〕
・

嘉
吉
二
年
八
月
四
日
管
領
細
川
右
京
大
夫
入
道
常
喜
（
持
之
）
今
日
逝
去
、
四
十
三

歳
也
、
（
中
略
）
子
息
（
勝
元
）
十
三
歳
也
（
康
富
記
）
。

池
春
雨
は
色
こ
き
花
の
し
く
れ
か
な

〔
北
〕
同
廿
三
日
佐
々
木
大
膳
大
夫
亭
に
て
。
〔
連
歌
愚
句
〕
発
句
部
同
二

Ｗ
さ
き
に
け
り
人
の
こ
と
葉
の
花
櫻

〔
草
根
集
二
一
〕
蚊
破
晒
牌
伽
州
に
湘
即
帥
伸
縮
蝋
蝋
岬
鍬
熊
鯉
証
紳
恥
山
脇
郁
糺
た
穂

私
た
く
ひ
な
く
春
立
け
ふ
に
ま
ち
そ
み
る
侍
ら
ん
か
た
の
言
の
は
の
花

八



月
廿
三
日
佐
々
木
大
膳
大
夫
持
清
亭
の
一
日
百
韻
連
歌
に
。
〔
抜
〕
発
句
春

部
。
〔
宗
砲
発
句
〕
三
月
十
日
。

佐
々
木
大
膳
大
夫
持
清
は
道
誉
よ
り
五
代
目
、
管
近
江
半
国
、
飛
弾
一
円
、
出
雲
、
隠
岐
。

宝
徳
元
年
侍
所
別
当
。
『
康
富
記
』
に
よ
れ
ば
、
当
日
は
京
は
晴
と
な
っ
て
い
る
。

汚
藤
浪
を
こ
く
舟
岡
の
山
路
か
な

〔
北
〕
三
月
廿
六
日
梶
井
殿
両
坊
に
て
。
〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
百
番
連
謡
〕

〔
宗
瑚
発
句
〕
三
月
廿
七
日
。
轆
峅
鵬
艤
剛
唯
噸
旺
か
蛎
峅
脆
甑
鰊
峨
跡
縦
矧
和

舟
岡
掌
端
に
移
り
後
更
に
白
川
に
、
又
応
仁
乱
後
愛
宕
郡
大
原
村
に
移
転
し
た
。
天

台
宗
三
門
跡
寺
院
の
一
つ
。
将
軍
義
教
の
弟
義
堯
も
梶
井
僧
正
で
あ
っ
た
。

測
待
え
た
る
た
か
は
つ
花
そ
や
ま
櫻

〔
連
歌
愚
句
〕
発
句
部
、
文
安
三
年
二
月
或
所
二
而
・
〔
抜
〕
〔
宗
刷
発
句
〕

二
月
廿
七
日
。
〔
竹
林
抄
〕
花
の
発
句
に
。
『
竹
聞
』
伽
増
川
必
伽
走
壷
加
剛

ヨ
リ
見
て
、
こ
な
た
ノ
悦
喜
し
た
る
ハ
を
か
し
、
あ
な
た
に
て
た
れ
か
待
え
た
る
ら

ん
と
也
。

乃
な
つ
け
春
さ
く
と
ね
り
こ
の
は
な
れ
駒

乃
神
代
よ
り
花
は
八
雲
の
た
つ
木
哉

万
藤
浪
の
う
き
海
松
な
れ
や
岩
ね
松

〔
宗
砲
発
句
〕
三
月
十
六
日
。

祀
こ
と
の
葉
の
種
や
神
代
の
春
の
花

刃
春
さ
え
て
雪
気
に
か
す
む
今
年
哉

年
次
未
詳
百
韻
何
木
（
天
満
宮
文
庫
）
。
〔
連
語
百
句
〕
春
部
独
吟
発
句
。

〔
宗
剛
法
師
付
句
〕
同
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
正
月
十
三
日
。

帥
あ
ふ
く
へ
き
代
な
り
国
な
り
神
の
春

別
朝
も
よ
ひ
き
の
へ
子
日
の
小
松
か
な

腿
若
菜
つ
む
た
も
と
か
雪
の
下
も
え
き

若
菜
つ
む
袖
と
ぞ
見
ゆ
る
春
日
野
の
飛
ぶ
火
の
野
べ
の
雪
の
村
消
（
新
古
今
集
．

。
『
瑚
花
発
句
』
に
つ
い
て

春
上
・
教
長
）
。
卯
花
の
垣
根
の
草
の
下
も
え
ぎ
（
菟
玖
波
集
・
救
済
）

別
う
ち
い
た
す
石
の
火
な
れ
や
岩
つ
畠
し

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
剛
発
句
〕
三
月
廿
九
日
打
出
る
。
此
〔
草
根
集
十
二
〕

い
そ
く
な
よ
手
折
つ
上
し
の
燈
に
よ
る
の
山
路
は
か
へ
り
出
な
ん

拠
雪
し
る
し
霞
や
ひ
も
を
と
き
は
山

〔
抜
〕
発
句
春
部
。

開
あ
ま
つ
神
世
に
お
ほ
ふ
袖
か
春
霞

部
風
わ
た
り
梅
と
ひ
に
ほ
ふ
千
里
哉

〔
北
〕
九
州
嶋
津
陸
奥
守
忠
国
田
舎
に
て
安
楽
寺
法
楽
の
一
万
句
興
行
せ
む

と
て
、
京
都
へ
発
句
を
数
廿
申
す
。
公
家
ハ
関
白
殿
御
父
子
以
下
、
武
家
ハ

公
方
様
管
領
以
下
人
々
、
御
門
跡
ハ
御
室
以
下
被
之
、
此
内
宗
剛
か
分
二
。

〔
連
歌
愚
句
〕
同
（
文
安
六
年
二
月
）
比
嶋
津
陸
奥
守
忠
国
於
九
州
興
行
の

安
楽
寺
法
楽
の
一
万
句
の
う
ち
に
。
〔
百
番
連
謡
〕
〔
宗
剛
発
句
〕
正
月
廿

四
日
．
難
蕊
譲
鑪
蕊
驍
擬
蕊
霊
威
二
冊
繋
縛
警
十

〔
草
根
集
二
一
〕
敵
峨
細
孵
柾
瑚
紺
↑
網
岬
櫛
噸
仲
狩
頌
纈
嶬
加
朗
欧
誕
く
硴
榊

菅
公
遺
愛
の
梅
の
木
が
太
宰
府
へ
飛
来
、
生
え
匂
っ
た
故
事
。
安
楽
寺
の
梅
。

此
『
飛
梅
千
句
』
。

師
春
ハ
こ
れ
千
代
て
ふ
年
の
は
し
め
哉

〔
北
〕
同
文
安
六
年
正
月
五
日
北
野
会
始
二
。
〔
抜
〕
発
句
春
部
巻
頭
。

〔
宗
瑚
発
句
〕
正
月
四
日
。

胡
か
す
む
な
り
千
世
を
し
め
野
ゞ
小
松
原

〔
宗
剛
発
句
〕
正
月
十
日
。

開
か
す
め
月
明
ほ
の
お
し
き
一
夜
松

〔
連
歌
患
句
〕
永
享
十
二
年
三
月
廿
一
日
北
野
万
句
御
法
楽
の
う
ち
一
方
右

九



衛
門
佐
持
豊
座
、
題
霞
に
て
。

〔
宗
剛
発
句
〕
正
月
十
六
日
、
永
享
十
二
北
野
に
て
霞
を
題
に
て
。

帥
待
わ
ふ
と
花
に
き
こ
え
よ
春
の
風

肌
蒔
と
ミ
む
雨
こ
そ
春
の
花
の
種

〔
宗
剛
発
句
〕
二
月
九
日
。

塊
花
の
と
き
人
も
春
な
る
宮
こ
か
な

船
夕
日
影
そ
は
れ
る
花
の
ひ
か
り
哉

心
あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ
見
る
白
露
の
ひ
か
り
そ
へ
た
る
夕
顔
の
花
（
源
氏
物
語
・

夕
顔
）
吐
雲
に
う
つ
る
日
彰
の
色
も
う
す
く
な
り
ぬ
花
の
光
の
夕
ぱ
え
の
空
（
玉

葉
集
・
春
下
、
為
顕
）

弘
花
ひ
と
つ
よ
ろ
つ
に
か
な
ふ
手
向
哉

妬
梅
も
世
の
色
香
に
ふ
け
る
嵐
か
な

〔
宗
剛
発
句
〕
正
月
十
一
日
。
此
〔
草
根
集
〕
一
瞬
瀦
船
騨
幟
Ｍ
虹
瀦
ｆ
」

％
月
に
花
心
つ
く
し
の
木
の
ま
哉

〔
抜
〕
発
句
春
部
、
花
に
月
。
〔
竹
林
抄
〕
花
に
月
、
題
し
ら
す
。
〔
新
撰

菟
玖
波
集
〕
花
の
発
句
に
。
醜
あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
同
じ
く
は
心
し
れ
ら
む

人
に
見
せ
ば
や
（
後
撰
春
下
・
源
信
明
）
↓
源
氏
物
語
・
明
石
。
た
づ
ね
き
て
花
に

く
ら
せ
る
木
の
ま
よ
り
待
つ
と
し
も
な
き
山
の
は
の
月
（
新
古
今
集
春
上
・
雅
経
）

Ｗ
雨
に
人
な
お
や
た
の
ま
む
花
の
陰

櫻
が
り
雨
は
降
き
い
同
じ
く
ば
ぬ
る
と
も
花
の
か
げ
に
隠
れ
む
（
拾
遺
集
春
、
読

人
し
ら
ず
。
定
家
「
御
幸
に
な
る
出
花
の
陰
」
の
よ
う
な
述
懐
の
意
が
あ
ろ
う
）
。

ハ

兜
か
た
○
ら
に
花
な
き
花
の
一
木
哉

㎡
．
木
咲
く
花
に
は
ち
ら
ぬ
心
か
な
」
（
菟
玖
波
集
・
尊
氏
）

的
た
か
ち
ら
す
ぬ
き
に
も
ま
さ
る
櫻
か
な

川
春
風
に
ち
ら
ぬ
ハ
花
の
あ
を
葉
哉

Ⅲ
山
の
は
の
月
の
か
す
ミ
や
ミ
ね
の
松

川
花
の
春
く
れ
な
ハ
な
け
や
ほ
と
＆
き
す

川
時
は
春
所
は
は
な
の
宮
こ
か
な

川
山
松
は
こ
出
る
の
花
の
す
ゑ
葉
哉

〔
抜
〕
発
句
春
部
。

川
櫻
か
り
花
や
こ
ゞ
ろ
の
と
ま
り
や
ま

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
二
月
廿
一
日
。
花
に
こ
畠
ろ
や
と
ま
り
山
。

吐
又
や
見
む
交
野
の
み
の
壁
櫻
が
り
花
の
雪
散
る
春
の
曙
（
新
古
今
集
春
下
・
俊
成
）

川
た
の
め
入
神
の
心
の
花
の
か
け

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
砲
発
句
〕
三
月
十
三
日
、
神
や

Ⅲ
日
そ
お
し
き
花
は
ゆ
ふ
へ
の
色
も
な
し

〔
抜
〕
発
句
春
部
。
〔
宗
瑚
発
句
〕
三
月
八
日
、
花
に
て
暮
る
色
も
な
し
。

〔
竹
林
抄
〕
春
の
発
句
の
う
ち
に
。
〔
新
撰
菟
玖
波
集
〕
花
の
発
句
に
。

川
花
こ
＆
ろ
あ
り
て
時
し
る
手
向
か
な

㎡
頼
め
ど
も
い
で
や
桜
の
花
心
さ
そ
ふ
風
あ
ら
ば
散
り
も
こ
そ
す
れ
（
続
後
撰
・
春

下
、
基
俊
）

次
頁
上
段
の
表
は
以
上
を
番
号
順
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ＶＩ

、
、

〔
秀
句
と
み
ら
れ
る
句
〕
１
の
「
神
も
き
け
」
は
歌
語
。
「
こ
と
ぶ
き
の
」
、

吹
く
春
の
風
と
秀
句
仕
立
に
し
た
。
、
の
「
わ
か
草
の
」
は
枕
詞
で
「
つ
ま
」

に
か
か
る
。
同
時
に
襲
の
色
目
（
表
は
薄
青
、
裏
は
濃
い
青
）
で
も
あ
る
。

「
さ
く
ら
」
も
桜
襲
を
意
味
し
、
下
襲
と
し
て
着
用
す
る
早
春
の
粧
い
を
云

う
の
で
あ
る
。
躯
の
「
宿
の
梅
」
は
万
葉
・
古
今
以
来
の
歌
語
、
ひ
さ
し
の

一

○
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続
木
は
秀
句
。
型
「
日
を
ふ
れ
ば
」
は
経
る
降
る
の
掛
詞
、
長
雨
の
縁
。
あ

た
ち
な
き
そ
」
は
立
ち
（
裁
）
な
来
（
着
）
そ
。
と
霞
に
む
か
っ
て
命
じ
、
花
満

開
の
風
景
を
演
出
す
る
。
詔
「
浪
や
藤
」
は
沢
べ
の
藤
浪
に
沿
っ
て
枯
山
水

の
野
筋
を
作
り
石
を
立
て
た
庭
が
連
想
さ
れ
、
同
時
に
藤
沢
か
ら
上
洛
し
た

時
衆
へ
の
挨
拶
と
な
っ
て
い
る
。
典
型
的
な
秀
句
仕
立
て
は
、
弱
「
花
は
ひ

も
」
の
句
で
、
時
と
解
き
を
き
か
せ
て
、
花
は
紐
解
き
柳
は
髪
を
解
か
せ
る

（
必
）

春
風
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
『
源
氏
』
藤
裏
葉
の
巻
に
「
幾
か
へ
り
露
け
き

春
を
す
ぐ
し
来
て
花
の
紐
解
く
折
に
逢
ふ
ら
む
」
な
ど
、
紐
を
解
く
艶
美
な

表
現
を
し
た
。
柳
の
髪
も
枝
の
細
く
し
な
や
か
に
垂
れ
る
様
を
見
立
て
て
、

女
の
長
く
美
し
い
髪
を
連
想
さ
せ
る
（
和
漢
朗
詠
集
）
。
顕
「
ね
ぎ
ご
と
は
」

は
垂
氷
が
春
風
で
解
け
同
時
に
願
い
事
も
解
決
す
る
と
社
を
讃
え
た
神
祇
の

句
。
㈹
「
紅
葉
か
と
」
は
思
ひ
つ
つ
を
郷
燭
に
転
換
し
て
い
る
。
襲
の
色
目

も
、
紅
葉
と
郷
燭
は
蘇
芳
色
で
よ
く
似
て
い
て
紛
ら
わ
し
い
。
刊
句
は
「
神

風
や
井
せ
き
」
は
伊
勢
の
秀
句
。
文
安
六
年
三
月
伊
勢
へ
下
向
し
て
い
る
。

妬
「
神
代
よ
り
」
は
八
雲
た
つ
出
雲
の
神
話
（
上
代
歌
謡
）
に
よ
る
構
想
。
白

雲
に
粉
う
花
の
立
木
と
云
い
掛
け
た
。
万
「
藤
浪
の
」
は
浪
の
縁
か
ら
海
草

の
海
松
と
藤
の
花
に
囲
ま
れ
た
庭
の
岩
ね
松
が
共
に
濃
緑
色
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
の
幻
想
的
な
見
立
て
。
別
句
「
雪
し
る
し
」
の
「
ひ
も
」
は
紐
と
氷
面
、

「
と
き
」
は
解
き
の
掛
詞
、
「
物
を
兼
た
る
」
（
悦
目
抄
）
は
普
通
の
秀
句
で
、

古
今
集
で
は
好
ま
れ
た
技
法
で
あ
る
。

〔
本
歌
取
り
の
句
〕
７
の
「
本
つ
香
に
」
の
句
は
『
源
氏
』
紅
梅
巻
の
「
も

●
●
●
●

と
つ
香
に
匂
へ
る
君
が
袖
ふ
れ
ば
花
も
え
な
ら
ぬ
名
を
や
散
ら
さ
む
」
に
よ

る
。
『
兼
輔
集
』
の
「
も
と
の
香
の
あ
る
だ
に
あ
る
を
梅
の
花
い
と
宣
匂
の

一
一



遥
か
な
る
か
な
」
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
皿
「
櫻
さ
く
」
は
新
古
今
、
後

鳥
羽
院
の
「
櫻
さ
く
と
を
山
鳥
の
」
の
詞
を
取
り
、
遠
山
の
山
守
と
し
た
。

別
「
八
千
代
へ
む
」
は
「
八
千
代
へ
む
君
が
た
め
と
や
玉
椿
は
が
へ
を
す
べ

き
程
は
定
め
ず
」
（
新
勅
撰
集
賀
歌
・
兼
実
。
枕
草
子
に
葉
が
へ
せ
ぬ
と
き

は
木
を
あ
げ
る
。
椿
は
常
緑
の
喬
木
）
。
虹
の
「
あ
つ
ま
屋
」
の
本
歌
は
管
公

●
●

の
「
東
風
吹
か
ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
」
の
歌
で
あ
ろ
う
。
（
東
屋
に
東
風

は
秀
句
的
）
釦
の
「
さ
く
藤
の
」
は
各
句
に
本
歌
を
取
る
本
歌
連
歌
で
、
「
行

（
喝
）

春
の
か
た
み
に
咲
る
藤
の
花
う
ら
葉
の
色
は
浪
の
玉
藻
か
」
が
そ
れ
で
あ
る

マ
マ

と
云
う
。
㈹
「
む
ら
き
き
に
」
は
「
紫
に
や
し
ほ
染
た
る
藤
の
花
池
に
は
ひ
さ

す
物
に
ぞ
有
け
る
」
（
後
拾
遺
集
春
下
、
題
し
ら
ず
、
斎
宮
女
御
）
と
同
内
容
の

句
で
あ
る
。
棚
「
春
風
に
」
は
家
隆
の
「
吹
き
お
く
る
朧
月
夜
の
春
風
に
梅
が

香
の
み
ぞ
か
す
ま
ざ
り
け
る
」
（
壬
二
集
中
）
の
詞
二
語
を
取
っ
て
当
座
の
景

と
し
た
。
田
「
藤
ハ
さ
き
」
は
現
存
六
帖
「
か
ぐ
山
の
む
す
ぎ
が
本
に
む
す

苔
の
色
も
変
は
ら
で
世
を
や
つ
く
さ
む
」
（
藤
原
隆
祐
）
に
寄
る
。
弱
「
袖
か
け

て
」
の
本
歌
は
「
く
れ
な
ゐ
に
匂
へ
る
妹
が
袖
か
け
て
を
り
ま
が
へ
た
る
梅
の

初
花
」
（
新
続
古
今
集
春
上
・
行
家
）
で
あ
ろ
う
。
『
源
氏
』
寄
生
に
も
「
す
べ
ら

ぎ
の
挿
頭
に
折
る
と
藤
の
花
及
ば
ぬ
枝
に
袖
か
け
て
け
り
」
と
い
う
女
三
宮

を
妻
に
し
た
薫
の
歌
も
あ
る
。
肥
「
木
に
も
さ
け
」
は
「
水
上
に
桜
ち
る
ら
し

よ
し
野
川
い
は
こ
す
波
の
は
な
と
み
え
つ
ゞ
」
（
続
後
撰
集
春
下
・
郁
芳
門
院

安
芸
）
「
吉
野
河
瀧
の
う
へ
な
る
山
桜
岩
こ
す
波
の
花
と
散
る
ら
し
」
（
続
拾

遺
集
春
歌
下
・
行
家
）
な
ど
と
同
趣
向
。
波
の
さ
け
散
る
の
秀
句
。
位
「
と
る

つ
か
の
」
は
『
源
氏
』
澪
標
巻
に
「
つ
か
短
き
筆
な
ど
」
と
あ
る
。
季
語
つ

く
づ
く
し
に
似
て
い
る
の
で
実
景
と
し
た
。
船
「
お
さ
ま
れ
る
」
は
「
治
ま

子

一
一
一

れ
る
御
代
の
春
と
や
鶯
の
鳴
く
音
も
今
朝
は
の
ど
か
る
覧
」
（
玉
葉
集
春
上
・

鳫
司
冬
平
）
の
前
半
の
詞
を
取
る
。
的
の
「
梅
は
わ
か
」
の
本
歌
は
『
古
今
六

帖
』
六
梅
に
東
三
条
右
大
臣
源
常
の
作
と
す
る
。
布
「
な
つ
け
春
」
は
「
と
ね

り
こ
の
し
た
に
い
は
ゆ
る
駒
ひ
ゆ
を
引
き
す
て
た
ら
ば
ぬ
し
や
の
る
べ
き
」

（
散
木
奇
歌
集
雑
上
）
に
寄
っ
た
。
「
と
ね
り
こ
の
花
・
放
れ
」
は
秀
句
。
花

は
淡
緑
色
で
春
に
開
花
す
る
。
木
は
落
葉
の
高
木
。
俊
頼
歌
は
馬
筧
を
駒
と

見
立
て
る
。
宗
剛
の
句
に
は
舎
人
子
の
意
味
も
あ
る
。
「
常
は
せ
ぬ
」
踊
遷

作
意
が
認
め
ら
れ
る
。
刃
の
「
春
さ
え
て
」
は
「
空
は
な
ほ
か
す
み
も
や
ら

ず
風
さ
え
て
雪
気
に
く
も
る
春
の
夜
の
月
」
（
新
古
今
集
春
上
・
良
経
）
に

寄
っ
た
。
兼
良
源
氏
談
義
は
文
安
六
年
二
月
舟
日
（
康
富
記
）
。

〔
万
葉
的
な
詞
の
句
〕
８
の
句
「
朝
な
ぎ
に
ｉ
波
」
は
万
葉
に
多
出
す
る
。

「
藤
の
う
ら
葉
」
は
「
春
日
さ
す
藤
の
う
ら
葉
の
う
ら
と
け
て
君
し
思
は
ぱ

わ
れ
も
頼
ま
ん
」
（
後
撰
集
春
下
・
読
人
し
ら
ず
）
が
あ
り
、
一
座
互
に
頼

み
合
う
心
を
こ
め
た
か
。
週
「
瑞
篭
の
」
は
万
葉
の
「
瑞
篭
の
久
し
き
時

ゆ
」
の
よ
う
な
枕
詞
。
秀
句
「
鰍
咲
く
」
も
万
葉
に
あ
る
。
神
祇
の
句
。
“

「
真
袖
」
（
麻
蘓
塑
）
は
万
葉
語
。
両
袖
。
『
落
窪
』
に
「
う
れ
し
さ
つ
出
ま

ぱ
袖
ぞ
」
と
あ
り
、
慈
円
が
公
経
の
任
太
政
大
臣
を
祝
し
た
贈
答
歌
に
「
嬉

し
さ
を
包
み
習
ひ
し
袖
に
」
又
「
袖
に
な
ほ
こ
た
び
包
む
う
れ
し
さ
も
」

（
続
千
載
・
雑
歌
中
）
が
あ
る
。
「
梅
か
香
」
は
「
新
古
今
』
家
隆
歌
に
見

る
優
艶
な
歌
語
。
当
座
の
挨
拶
と
す
る
。
な
お
州
句
も
同
巧
。
永
享
六
年

四
月
宗
瑚
が
白
衣
に
な
っ
た
（
還
俗
）
時
、
正
徹
の
申
し
を
く
っ
た
歌
へ
の

返
し
「
か
へ
て
だ
に
か
ゞ
る
こ
と
葉
の
花
の
か
を
け
ふ
は
た
も
と
に
つ
畠
む

（
過
）

う
れ
し
さ
」
も
同
歌
語
。
“
句
「
す
み
れ
つ
む
」
は
赤
人
の
「
春
の
野
に
菫



つ
み
に
と
」
が
連
想
さ
れ
る
。
「
花
の
か
た
み
に
」
に
よ
っ
て
、
時
の
推
移

の
あ
わ
れ
さ
を
感
じ
さ
せ
、
能
因
歌
「
荒
れ
た
る
宿
に
菫
摘
み
け
り
」
（
新

古
今
集
・
雑
中
）
、
に
似
た
幽
か
な
感
傷
が
認
め
ら
れ
る
。
別
の
「
水
た
ま

り
」
は
万
葉
証
峨
趣
で
は
、
池
の
枕
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
長
雨
の
縁
と
し
て
云
い
、
庭
の
詠
（
眺
）
め
は
当
座
の
景
で
あ
ろ
う
。
別

「
い
ち
し
ろ
く
」
は
万
葉
に
十
数
首
み
ら
れ
る
。
弱
「
天
地
は
」
も
万
葉
語

で
、
「
の
み
ゆ
き
」
は
秀
句
。
師
「
朝
も
よ
ひ
」
（
朔
も
よ
い
）
は
人
磨
歌
に

「
朝
も
よ
し
城
上
の
宮
を
」
の
よ
う
に
「
き
」
に
か
か
る
。
小
松
を
引
く
の

は
正
月
初
の
「
き
の
へ
子
日
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
句
は
嘉
吉
四
年
（
甲

子
年
）
の
正
月
十
四
日
（
甲
子
日
）
の
作
で
あ
る
。
〔
新
し
い
詞
の
句
〕
洲

の
「
花
ち
る
谷
の
春
の
水
」
、
師
「
こ
＆
ろ
雪
ま
の
」
、
㈹
「
花
に
た
え
た

る
」
、
“
「
を
し
の
毛
の
色
な
る
波
」
、
池
「
色
こ
き
花
」
等
。

宗
剛
は
『
花
能
万
賀
喜
』
で
「
秀
句
を
好
み
秀
句
を
嫌
ふ
」
と
秀
句
を
肯

定
し
て
い
る
。
本
来
連
歌
は
問
答
で
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
本
意
を
下
敷
と
し

な
が
ら
当
意
即
妙
の
機
知
を
働
か
す
と
こ
ろ
に
一
座
興
行
の
本
質
が
あ
つ

（
略
）

た
。
従
っ
て
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
答
（
当
）
弁
（
猿
楽
）
と
も
関
連
す
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
室
町
「
花
の
御
所
」
を
始
め
作
庭
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
も
無
関

係
で
は
な
い
。
山
水
草
木
、
奇
花
珍
石
、
長
松
鴛
鴦
等
々
が
発
想
の
場
を
提
供

し
た
に
違
い
な
い
。
心
敬
の
反
論
（
『
所
々
返
答
』
）
を
越
え
て
宗
剛
の
句
に

（
画
）

は
広
さ
と
豊
か
さ
と
一
味
を
連
帯
さ
せ
る
巧
者
の
息
ぶ
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

古
典
に
対
す
る
深
い
洞
察
と
共
に
「
花
の
ひ
も
と
き
も
い
ま
は
と
ま
た
れ
け

り
」
（
義
政
）
と
云
っ
た
将
軍
や
武
士
と
の
同
質
性
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

『
砲
花
発
句
』
に
つ
い
て

将
軍
義
教
の
政
治
姿
勢
は
武
威
に
よ
る
厳
し
い
紀
綱
の
改
革
に
あ
り
、
堂

上
・
地
下
を
問
わ
ず
年
中
行
事
が
規
制
力
を
と
も
な
っ
て
、
習
俗
と
な
っ
た
。

無
類
の
連
歌
好
き
で
あ
っ
た
義
教
は
、
永
享
五
年
二
月
「
北
野
社
法
楽
一
日

万
句
」
を
催
し
た
。
山
名
時
熈
が
「
お
ほ
せ
事
を
う
け
た
ま
は
り
て
ふ
れ
も

よ
ほ
し
」
｛
蠅
服
）
と
あ
る
。
宗
剛
は
親
当
（
智
緬
）
ら
と
共
に
赤
松
擁
摩
守

（
岨
）

満
政
、
地
哩
一
座
に
加
わ
っ
て
い
る
。
還
俗
後
は
再
度
山
名
氏
に
仕
え
、

同
六
月
「
何
木
百
韻
独
吟
」
を
北
野
社
に
奉
納
し
て
、
連
歌
界
を
領
導
す
べ

く
祈
願
し
た
。
嘉
吉
の
乱
後
、
山
名
持
豊
は
「
今
ノ
世
一
一
肩
を
鑿
ブ
ル
人
ナ

キ
」
権
勢
を
誇
る
。
持
豊
の
後
援
で
管
領
と
な
っ
た
細
川
勝
元
は
持
豊
の
上

（
四
）

洛
を
俟
ち
文
安
二
年
評
定
始
め
を
す
る
。
同
四
年
勝
元
の
執
奏
に
よ
り
兼
良

は
関
白
に
再
任
さ
れ
る
が
、
翌
年
六
月
宗
瑚
は
北
野
社
連
歌
会
所
奉
行
と
な

り
、
幕
府
の
連
歌
宗
匠
職
に
任
命
さ
れ
た
。
同
六
年
三
月
四
日
、
左
府
臘
司

（
卯
）

房
平
の
花
見
連
歌
に
兼
良
、
教
房
父
子
は
旧
友
宗
剛
を
伴
っ
て
い
る
。
兼
良

は
良
基
の
外
孫
に
当
り
、
式
目
の
改
定
（
新
式
今
案
）
も
救
済
・
良
基
の
関
係

に
準
じ
宗
剛
と
共
に
な
し
た
。
し
か
し
、
山
名
氏
の
権
勢
を
押
え
よ
う
と
す

る
一
連
の
動
き
の
中
で
、
享
徳
三
年
十
一
月
二
日
山
名
「
御
退
治
（
康
富
記
）
」

と
な
り
、
勝
元
の
策
に
よ
り
結
局
、
翌
日
「
於
金
吾
禅
門
者
令
達
上
意
之
間
、

可
隠
居
在
国
」
（
同
）
と
な
っ
た
。
宗
瑚
も
こ
れ
に
従
い
但
馬
出
石
へ
隠
退

（
皿
）

し
た
の
で
あ
る
。
『
瑚
塵
抄
』
に
「
其
比
高
山
の
宗
剛
と
云
人
有
て
、
世
に

こ
ぞ
り
て
此
道
を
学
ぶ
。
（
略
中
）
、
定
家
、
家
隆
の
旧
言
を
移
す
の
み
な

ら
ず
、
連
歌
の
道
に
於
て
は
救
済
周
阿
が
趣
好
に
も
越
た
り
と
な
ん
申
あ
へ

一
一
一
一
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り
」
と
門
弟
の
太
田
垣
忠
説
は
述
べ
る
。
数
多
い
宗
醐
の
発
句
が
回
顧
さ
れ

る
所
以
で
あ
る
。

当
時
花
見
に
は
西
芳
寺
・
若
王
寺
・
大
原
野
・
常
住
光
寺
・
東
山
花
頂
山

寺
が
賑
っ
た
。
将
軍
義
政
は
毎
年
観
桜
を
楽
し
み
そ
の
華
麗
さ
は
コ
代
の

奇
事
」
亀
諒
胴
叩
畷
繊
唾
ハ
）
と
言
わ
れ
た
。
将
軍
発
句
に
、
さ
き
み
ち
て
花

よ
り
外
の
色
も
な
し
と
い
う
の
が
あ
る
。
『
砲
花
発
句
』
は
こ
の
時
代
に

成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
１
）
表
紙
は
浅
黄
色
綴
子
で
亀
甲
紋
に
鳳
凰
を
配
し
た
図
柄
。
見
返
し
は
六
弁
の

大
葉
に
葡
萄
状
の
花
七
つ
を
描
く
蔓
草
模
様
。
端
作
に
内
題
を
書
く
。
十
六
・

六
糎
×
二
六
八
糎
の
継
ぎ
斐
紙
。
後
に
発
句
と
題
し
た
五
十
句
（
宗
祇
）
を
井

載
す
る
。
室
町
中
期
の
筆
写
か
。

（
２
）
島
津
忠
夫
氏
『
連
歌
史
の
研
究
』
宗
卿
の
作
風
。

（
３
）
『
撃
蒙
抄
』
に
も
発
句
は
百
句
の
王
で
一
座
を
左
右
す
る
と
あ
る
。

（
４
）
本
文
は
古
典
大
系
に
よ
る
。
『
僻
連
抄
』
に
コ
か
ど
の
所
詮
あ
る
体
」
と

云
う
。
な
お
島
津
氏
『
連
歌
の
研
究
』
付
句
と
発
句
に
解
説
が
あ
る
。

（
５
）
続
群
書
類
従
補
遺
一
・
二
に
よ
る
。

（
６
）
浜
千
代
清
氏
三
連
歌
Ｉ
研
究
と
資
料
』
連
歌
の
発
句
。

（
７
）
注
（
５
）
に
同
じ
。

（
８
）
金
子
金
治
郎
・
太
田
武
夫
氏
編
『
七
賢
時
代
連
歌
句
集
』
。
な
お
湯
之
上
早

苗
氏
『
発
句
帳
』
、
の
解
説
に
『
瑚
花
発
句
』
中
の
注
は
自
注
か
と
云
う
。

（
９
）
拙
稿
「
宗
瑚
１
人
と
作
品
ｌ
」
（
昭
和
卿
・
２
『
研
究
紀
要
（
成
躍
と
に
翻

刻
。

（
、
）
一
前
掲
（
注
８
）
お
よ
び
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
』
三
。

（
ｕ
）
横
山
重
氏
編
『
心
敬
作
品
集
』
。
お
よ
び
岩
波
文
庫
本
。

（
岨
）
注
（
ｕ
）
に
同
じ
。

（
田
）
．
（
焔
）
金
子
氏
『
新
撰
菟
恢
波
集
の
研
究
』
第
三
章
。
な
お
山
名
・
赤
松
の

抗
争
は
播
磨
領
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
り
、
宗
全
は
但
馬
隠
退
間
際
に
も
播
磨
（
出

兵
し
て
）
赤
松
則
尚
を
討
っ
た
。

（
皿
）
寺
本
直
彦
氏
『
源
氏
物
語
受
容
史
論
考
』
で
は
宗
瑚
に
注
目
。
た
だ
『
狗
花

発
句
」
は
見
当
ら
な
い
。

（
遇
）
注
（
過
）
の
金
子
氏
の
著
書
。

（
焔
）
林
屋
辰
三
郎
氏
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
第
三
章
。

（
Ⅳ
）
奥
田
勲
氏
「
宗
瑚
の
存
在
」
（
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
彰
印
叢
書
月
報
型
）
も
同

意
見
。

（
肥
）
稲
田
利
徳
氏
「
室
町
前
期
の
歌
人
と
連
歌
師
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
艶
．

６
）
に
香
川
県
仁
尾
町
常
徳
寺
の
新
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
『
康
富
記
」
文
安
四
年
六
月
十
五
日
条
。

（
鋤
）
「
康
富
記
』
文
安
六
年
三
月
四
日
条
。
「
旧
友
」
は
『
筆
の
す
さ
び
』
。

（
幻
）
拙
稿
「
宗
瑚
年
譜
」
（
昭
和
師
・
加
『
園
田
国
文
』
第
四
号
）
。

底
本
は
書
陵
部
〔
６
３
７
４
８
．
１
．
５
０
９
．
２
６
〕
で
二
十
数
年
前
に

撮
っ
た
（
高
橋
写
真
）
現
寸
大
十
枚
綴
り
の
も
の
に
拠
っ
た
。

な
お
紙
数
の
都
合
に
よ
り
一
部
省
略
な
い
し
縮
約
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
お
く
だ
・
ひ
さ
て
る
園
田
学
園
女
子
短
期
大
学
教
授
）

一

四


